
港南区の防災５箇条
話し合おう！
家族の連絡どうするの？

その
1

その
2
備えよう！
最低でも、食料・飲み水３日分

その
4 電気・ガスの元栓切って
避難時は！

その
5
地震だ！
となり近所に声かけて、まずは「いっとき避難場所」

その
3
圧死から身を守ろう！
家具の転倒防止と耐震対策

発災時、多くの人が医療機関に詰め掛けることが予想されるため、
負傷等の状況により、医療機関を区分しています。

災害時の医療について（港南区防災計画）

重症

中等症

軽症

極めて軽度のけがなど

黄色の
「診療中」の
旗が目印

赤色の
「診療中」の
旗が目印

●済生会横浜市南部病院【F-13】

災害拠点病院へ
災害によるけがなどで
歩行できない

診療所等へ
歩行できる が、医師の診察が必要

生命に危険がある

●秋山脳神経外科病院【E-6】　●長田病院【D-7】
●県立精神医療センター（精神科のみ）【E-2】
●港南台病院【F-13】　●横浜東邦病院【I-4】

災害時救急病院へ
災害によるけがなどで

区民の自助・共助による応急手当

歩行できない（生命に危険がない）


